
防災誌「関東大震災」－千葉県の被害地震から学ぶ震災への備え－ （要旨） 

 
第１章 運命の９月１日 襲われた首都圏 －日本史上最大の災害 関東大震災－ 

 
第２章 噴きあがる砂・飛び散る瓦 －千葉県に戦後最大の被害を及ぼした千葉県東方沖地震－ 

 
1987 年千葉県東方沖地震では、死者２人、重軽傷者１４４人といった人的被害のほか、住

宅の被害は、山武・長生地域を中心に当時の県内８０市町村の約８４％を占める２３市３９町

５村で発生し、瓦の落下などによる家屋の一部損壊は７万棟を超えました。 
行政が行った情報収集・広報活動や救護活動、ライフライン・交通機関等の復旧の経過につ

いても、分かりやすく紹介しています。 
また、現在でも銚子付近、九十九里沿岸付近、千葉北西部の地下には、同じところで地震が

多発しているいわゆる「地震の巣」が存在していることも解説しています。 
 
 
第３章 揺れを知ろう！ －揺れと被害の関係は？－ 

 

地震の揺れは地盤、建物にも伝わります。地盤の揺れのリズム（周期）と建物ごとに固有

の揺れのリズム（固有周期）が一致すると、建物は大きく揺れます。平屋建ての家、高層ビ

ル、石油タンクなど、それぞれが異なった固有周期を持っており、地震の揺れの周期によっ

て被害の発生の仕方が異なります。この章では、地震の様々な「揺れ」について学べるよう

になっています。 
また、「液状化」の起こりやすい場所や発生のしくみについても、解説しています。 
 
 

第４章 あ！地震、そのときあなたは？ －備えは大きく 被害は小さく－ 

 
地震への備えについて解説しています。この章では、「自助」（自分の身は自分で守る）、「共

助」（自分たちの地域は自分たちで守る）、そして「公助」（公的機関による支援・とりくみ）

のそれぞれの連携によって地震による被害を減らせることがわかります。また、現在の千葉

県の防災への取り組みや地震への心得八か条などが掲載されています。 

 

今から８６年前、東京が廃墟と化した関東大震災

では、千葉県にも大きな被害が生じました。 
関東大震災の全体の死者数は１０万人を超え、そ

のうち火災での焼死が９万人以上（８７％）となっ

ていますが、千葉県での死者・行方不明者１，３４

６人のうち１，２５５人（９３％）は家屋の全潰が

原因となっています。被害の大きかった東京都より

も地震による土砂崩れや家屋の倒潰などの被害は、

千葉県や神奈川県の方が大きかったのです。 
この章では、館山市の高ノ島がこの地震による土

地の隆起によって陸続きになったことや、新校舎の

落成式からたった２時間で校舎が倒壊してしまっ

た北條小学校の悲話、被災者が残した恐怖体験の記

録や住民の自主的な救護・復旧活動の記録などによ

り、当時の様子を臨場感をもって伝えています。 
また、関東大震災をきっかけに、日本を代表する

３大うちわのひとつ「房州うちわ」の生産が拡大し

たことなども紹介しています。 
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